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第２回 学校評価アンケートの報告と今後の取り組みについて

早春の候、皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、「第２回 学校評価アンケート」および「第２回コミュニティースクール運営委員会（書面）」

を受け、今後の取組について下記のように結果がまとまりましたのでお知らせいたします。アンケート
の結果を受け、さらに子どもたちのために努力して参ります。来年度も本校の教育活動にご理解とご協
力をよろしくお願い申し上げます。

学校評価アンケートの結果と今後の取り組み ～「できている」「大体できている」の割合を第 1回と対比して～

保護者の皆様には，コロナ禍の中，行ってきた行事や体験的な学習，個別の支援等について多くの方

からお認めいただき，大変うれしく心強く感じました。また一方で，改善すべきご意見もいただきまし

た。学校全体で真摯に受け止め，来年度につなげたいと思います。保護者の皆様に，様々な面でお支え

いただきました。本当にありがとうございました。

来年度も，児童が毎日元気に楽しく登校でき，そして保護者や地域の皆様にとって誇らしく思ってい

ただけるような学校を目指し，職員一丸となって取り組んでまいります。今後ともよろしくお願いいた

します。

１ 学習面

〇学習が楽しい 低学年…97％(+6) 高学年…93％(±0) 保護者…94％(+2) 職員…83％(±0)

〇理解している 低学年…87％(+1) 高学年…88％(+6) 保護者…83％(-3) 職員…71％(+4)

〇意欲的である 低学年…87％(+7) 高学年…74％(±0) 保護者…85％(+6) 職員…76％(+4)

＜考察と今後の取り組み＞

全体的に，前回よりも肯定的意見の値が増えています。３学期後半の短縮日課等については，

Chromebook を使ってのオンライン授業等で，学びを止めない取り組みをしてまいりました。学習内容の
理解については，保護者の方の値が下がり，職員は上がってはいるものの値は 70%台で，一層の授業改善
や家庭学習の充実が不可欠です。ICT の有効活用を含め，児童にとって魅力的でわかりやすい授業に向け
て日々授業改善に取り組んでまいります。

２ 生活面

〇あいさつ 低学年…90％(±0) 高学年…86％(+4) 保護者…81％(+5) 職員…82％(+10)

〇わくわくマラソン・体みがき

低学年…81％(+14) 高学年…64％(-2) 保護者…71％(+7) 職員…50％(+6)

〇つむぐの活用 低学年…78％(+14) 高学年…73％(+9) 保護者…59％(-4) 職員…41％(-6)

〇メディア機器との付き合い方 低学年…77％(+1) 高学年…75％(±0) 保護者…61％(+3)

＜考察と今後の取り組み＞

昨年度の課題であり，本年度の本校の大きな取り組みの１つだったあいさつが，成果として現れていま

す。来年度一層充実したものにしていきたいです。毎朝の体みがきは習慣付いてきています。今後も継続

して健康づくりに努めます。つむぐについては，児童と，保護者・職員のとらえに差異が見られます。本

年度は日課の中に「つむぐの時間」を位置付けたことから児童の意識は高まりましたが，質の向上を願う

保護者・職員とのずれがあります。来年度以降の課題としたいです。

３ コミュニティースクール運営委員の方より

・普通の学校生活が難しくなって早２年。子どもたちとともに新スタイルに前向きに取り組む学校に

頭が下がります。

・学校で会えば挨拶をしてくれ，町で会えば，ちゃんと歩道を歩き横断歩道で手を挙げる子どもたち。

これからも地域で支えていきたいです。

・中央小の HP には子どもたちの様子はもちろん，ボランティアの活動の載せていただいております。
ぜひ，多くの方に見ていただきたいと思います。

・子どもたちは学校で楽しく過ごしていることは喜ばしい。アンケートを見る限り，先生方の「わか

る授業」にかかわる評価の値がもう少し高まるとよいと感じる。日々努力されておられるとは思う

がが，それでも成果が上がってないならば，原因は何かを考え，来年度の生かしていただきたい。


